
活動名
団体名

活動目的

活動内容

活動の効果

実施内容
土づくり(肥料混ぜ、耕し、畝
たて)、苗づくり、苗植え、焼
き芋パーティ

水やり、追肥(肥料を追加する
こと)、雑草抜き、リース作り

水菜一部収穫、採った水菜を
使った鍋パーティ

残りの水菜収穫、土耕し、ポッ
プ(作物の売り場に置く広告用
の紙)作り

関係団体

今後の展望

その他

今回、広報がうまくいかなかったため、スタッフや関係団体の近しい人の中から参加者を募ったが、
次回以降は広報の範囲、方法などを検討、改善し、元々関係がない人々の積極的参加を促す必要があ
る。しかし、今回の内容で十分参加者に満足してもらうことができたので、内容としては、大きく変
更する必要はないだろう。関係人口としても今後より一層の関わりを持つことも期待される。

(活動目的の①〜④に対応)①都市部、農村部という枠組みにとらわれず、幅広い地域、世代の住⺠た
ちの関わりを増やすことができた。
②学生含め参加者の方々が、農業を生業としている方と交流することで、新たな知識や工夫を学ぶこ
とができた。
③同じ時を共に過ごすことで、農家の方々が日頃どんな思いでどういった仕事をしているのかといっ
たことを知る機会になった。また、実際に農具や農業機械、土や作物に触れることで、農業に関する
興味を持ってもらうことができた。
④農業の楽しさを知った上で、自ら体験することによってその大変さを理解してもらうこともでき
た。そして、今回の活動を通して参加者は勿論、運営側の学生たちも普段関わることのない人々と交
流、対話をすることによって、さまざまな人と関わる楽しさ、重要性をも理解することができた。
全体を通して人々の交流がメインだったので、明確に数値化された結果は得られなかったが、参加者
には「楽しかった」とのお声を頂いた。
また、第4回目には須磨区・⻄区・垂水区を中⼼に活動する地域密着型広報誌ビバ・ニュータウンに取
り上げて頂き、伊川谷オフラインサロンや農業、農家について広く認知してもらう機会を創出した。
肥料の違いによる生育状況に関しては、あまり変化が見られず、農家の方曰く「元々の土に栄養が十
分にあったから、あまり変わらなかった」とのこと。

伊川谷オフラインサロン鶴田農園(尾崎農園)

実施期間

2回目令和5年11月 

4回目令和6年1月

1回目令和5年10月

（様式第8号-2）

参加人数
スタッフ
参加者 17

6

全4回を通して大株水菜を栽培を行った。その際、有機肥料と化成肥料の二種類を使い分け、生育の違
いを⽐較した。オフラインサロンを利用し、農業を通じて農家と地域住⺠、また世代を超えた人々同
⼠の深い交流を促した。さらに、オフラインサロンの広報を兼ねたポスターを作成し、⻄区助成⾦の
活動とオフラインサロンのPRにも努めた。

名
名

活動報告書

都市と農村、ヒト・モノ・コトがツナガル農園
神⼾学院大学 現代社会学部 菊川ゼミ 農園LIFE創出班
本活動では、都市部と農村部が交流し、以下の目的を達成することを目指す（目的①〜④は内容の番
号に関連）①都市部と農村部の住⺠同⼠の関わりを増やし、都市部、農村部全体のつながりを生むこ
と、②農業の現状を、自分たち含め知る･知ってもらうこと、③地域で頑張る農家さんの仕事を知り、
農業に興味を持ってもらう、④農業の楽しさ・やりがいを感じてもらうだけでなく、その大変さも一
緒に知ってもらう。自分が経験したことのないものへ挑戦することの面白さを知ってもらう。子ども
たちが普段関わることのない人（農家・大学生）と交流する場を提供する。

活動経過

3回目令和5年12月

タイムスケジュール、役割分
担、広報活動、準備物について
の話し合い、買い出し

打合せ内容

タイムスケジュール、役割分
担、準備物(リース作り)につい
ての話し合い、買い出し
タイムスケジュール、役割分
担、準備物(鍋の具材)について
の話し合い、買い出し

タイムスケジュール、役割分
担、交通費についての話し合い


















